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県
内
13
市
で
初
の
実
施

こ
れ
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

助
成
対
象
は
、
通
院
が
5
歳
の
誕
生
月
ま
で
、

入
院
が
未
就
学
児
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
新
た
な
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」

で
は
、
通
院
・
入
院
と
も
に
中
学
3
年
生

（
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31

日
）ま
で
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
県

内
の
13
市
の
中
で
対
象
年
齢
を
中
学
3
年
生

ま
で
引
き
上
げ
る
の
は
、
上
野
原
市
が
初
め

て
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
県
内
の
医
療
機
関
な
ど
で

受
診
し
た
場
合
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
受

給
資
格
者
証
と
保
険
証
を
提
示
す
れ
ば
、
保

険
診
療
分
の
医
療
費
を
自
己
負
担
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

県
内
13
市
で
初
の
実
施

こ
れ
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

助
成
対
象
は
、
通
院
が
5
歳
の
誕
生
月
ま
で
、

入
院
が
未
就
学
児
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
新
た
な
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」

で
は
、
通
院
・
入
院
と
も
に
中
学
3
年
生

（
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31

日
）ま
で
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
県

内
の
13
市
の
中
で
対
象
年
齢
を
中
学
3
年
生

ま
で
引
き
上
げ
る
の
は
、
上
野
原
市
が
初
め

て
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
県
内
の
医
療
機
関
な
ど
で

受
診
し
た
場
合
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
受

給
資
格
者
証
と
保
険
証
を
提
示
す
れ
ば
、
保

険
診
療
分
の
医
療
費
を
自
己
負
担
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
を
す
る
保
護

者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
従
来
の
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
」
を
改
正
し
、
名
称
を
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
と
し
て
平
成
22
年
1
月

1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

市
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
を
す
る
保
護

者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
従
来
の
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
」
を
改
正
し
、
名
称
を
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
と
し
て
平
成
22
年
1
月

1
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
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中
学
3
年
生

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を

　
　
　
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す

た
だ
し
、
入
院
時
食
事
療
養
費
や
保
険
適

用
外（
健
康
診
断
、
予
防
接
種
な
ど
）、
交
通

事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為
に
該
当
す
る
も
の

は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
次
の
場
合
は
窓
口
無
料
化
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
し
、
そ
の
後
市
へ
領
収
書
を
添
付
し
て

償
還
払
い
の
請
求
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ

り
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
医
療
機
関
の
窓
口
で
、
健
康
保
険
証
、
受

給
資
格
者
証
を
提
示
し
な
い
場
合

・
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

・
整
骨
、
接
骨
、
鍼
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
補

装
具
等
の
療
養
費
払
い
の
も
の

・
窓
口
無
料
に
な
ら
な
い
国
民
健
康
保
険
組

合
に
加
入
し
て
い
る
場
合（
山
梨
県
医
師

国
保
組
合
、
全
国
歯
科
医
師
国
保
組
合
、

全
国
土
木
建
築
国
保
組
合
、
中
央
建
設
国

平成22年1月診療分から

保
組
合
以
外
の
国
民
健
康
保
険
組
合
）

※
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
、
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
に
該
当
す

る
方
、
お
よ
び
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
で
助
成
す
る
た

め
、
新
し
い
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
助
成
開
始

平
成
22
年
1
月
診
療
分
か
ら

対
象
に
な
り
ま
す
。

●
手
続
き

対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
は
、

11
月
10
日
以
降
に
申
請
書
等
を
送
付
し
ま

す
。
記
入
例
に
な
ら
っ
て
必
要
事
項
を
記

入
し
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
ま
た
は

秋
山
支
所
・
各
出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
請
期
限

平
成
21
年
12
月
4
日（
金
）

期
限
が
過
ぎ
て
か
ら
申
請
す
る
と
、
12
月

中
に
資
格
者
証
の
交
付
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類

申
請
書
、
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
の
写
し

（
コ
ピ
ー
）、
委
任
状（
上
野
原
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
み
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

5
）
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市
で
は
、
上
野
原
市
立
病
院
専
門
委
員
、

上
野
原
市
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
専
門
委

員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
方
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
上
野
原
市
立
病
院
専
門
委
員
》

・
長
　
隆（
元
公
立
病
院
改
革
懇
談
会
座

長
・
東
日
本
税
理
士
法
人
代
表
役
員
）

・
永
井
厚
志（
東
京
女
子
医
科
大
学
院
長
）

・
跡
見
　
裕（
杏
林
大
学
医
学
部
医
学
部
長
）

・
星
　
和
彦（
山
梨
大
学
理
事
・
前
山
梨
大

学
医
学
部
教
授
、
病
院
長
）

・
北
川
泰
久（
東
海
大
学
医
学
部
付
属
八
王

子
病
院
院
長
）

・
伊
東
紘
一（
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済

生
会
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
院
長
・
前
自

治
医
科
大
学
教
授
）

・
廣
田
健
児（
ツ
ル
虎
ノ
門
外
科
・
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
顧
問
）

※
上
野
原
市
立
病
院
専
門
委
員
は
第
1
回
会

議
を
公
開
会
議
と
し
て
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

11
月
26
日（
木
）午
後
2
時
〜
4
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室
2

《
上
野
原
市
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
専
門
委
員
》

・
仙
波
春
雄（
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人

監
査
第
一
部
シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
）

・
黒
田
　
充（
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
非

常
勤
講
師
、
自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代

表
）

・
長
倉
智
弘（
甲
斐
の
杜
法
律
事
務
所
弁
護

士
）

・
初
村
尤
而（
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
講

師
、
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
、
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

・
土
屋
治
彦（
山
梨
大
学
特
任
教
授
総
合
情

報
戦
略
部
長
）

・
塙
　
雅
典（
山
梨
大
学
大
学
院
医
学
工
学

総
合
研
究
部
、
工
学
学
域
情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
系
、
工
学
部
電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
工

学
科
准
教
授
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
秘
書
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
7
）、
企
画
課
情
報
推
進

担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
、

平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
23
年
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
出
産
し
た
と
き
に
支
給
す
る

出
産
育
児
一
時
金
を
、
35
万
円
か
ら
39
万
円

に
4
万
円
増
額
し
ま
す
。（
産
科
医
療
補
償
制

度
に
加
入
す
る
医
療
機
関
等
で
出
産
し
た
と

き
は
、
さ
ら
に
3
万
円
を
加
算
し
ま
す
。）

ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
を
保
険
者
が
直

接
医
療
機
関
等
に
支
払
う
直
接
支
払
制
度
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

市
で
は
、
高
齢
者
の
福
祉
と
健
康
増
進
を

目
的
に
、
秋
山
温
泉（
入
浴
施
設
の
み
）の
利

用
を
年
間
5
回
ま
で
無
料
と
し
ま
す
。

■
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以
上
の
方

で
、
利
用
者
証
等
の
交
付
を
受
け
た
方

（
申
請
が
必
要
で
す
。）

■
利
用
回
数

年
間
5
回
ま
で
。
た
だ
し
、
年
度
途
中
で

出
産
育
児
一
時
金
を
増
額
し
ま
す

上
野
原
市
立
病
院
専
門
委
員
・
情

報
通
信
基
盤
整
備
事
業
専
門
委
員

を
委
嘱
し
ま
し
た

申
請
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
4
〜
5
月
申
請
者

5
回

▼
6
〜
8
月
申
請
者

4
回

▼
9
〜
11
月
申
請
者

3
回

▼
12
〜
2
月
申
請
者

2
回

▼
3
月
申
請
者

1
回

※
今
年
度
は
、
最
高
3
回
ま
で
。

■
申
請
方
法

・
11
月
2
日
か
ら
、
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介

護
担
当
、
秋
山
支
所
ま
た
は
各
出
張
所
に

用
意
し
て
あ
る
申
請
書
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

・
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
1
か
月
前
か
ら

申
請
で
き
ま
す
。た
だ
し
、
利
用
は
75
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
て
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
事
業
開
始
に
際
し
て

今
年
か
ら
新
規
で
実
施
す
る
事
業
の
た

め
、
施
設
お
よ
び
送
迎
バ
ス
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護

担
当（
蕁
62
│

4
1
3
3
）

上
野
原
市
新
湯
治
場
秋
山
温
泉

　
　
　
利
用
料
金
無
料
化
事
業
の
お
知
ら
せ

上
野
原
市
新
湯
治
場
秋
山
温
泉

　
　
　
利
用
料
金
無
料
化
事
業
の
お
知
ら
せ



土 地
541,480
165,679
214,304
921,463

収入額

11,410,884

2,764,347
46,491
219,710
469,667
1,659,142
8,869

708,998
101,771
2,493
92,713
1,645

130,625
20,205
49,168
2,096
2,827
3,410
937

6,285,114

17,695,998

支出済額

11,000,407

2,756,532
45,578
205,632
409,950
1,606,813
2,458

705,407
96,089

0
6,066
139
9,685
1,170
32,465
118
10
538
233

5,878,883

16,879,290

現在高
8,863,737
3,031,083

0
522,348
539,712

0
3,407,264
124,025
1,239,305
67,311
67,311

7,443,535
0
0

762,272
103,351
2,718,437
3,859,475

16,374,583

区 分
１普 通 債
（ 1）総務債
（ 2）民生債
（ 3）衛生債
（ 4）農林水産業債
（ 5）商工債
（ 6）土木債
（ 7 ）消防債
（ 8 ）教育債
２災害復旧債
（ 1）災害復旧債
３その他
（ 1）減収補てん債
（ 2）臨時財政特例債
（ 3）減税補てん債
（ 4）臨時税収補てん債
（ 5）臨時財政対策債
（ 6）合併特例債

計
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内
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

会 　 計 　 別

一 般 会 計

計

国 民 健 康 保 険 （ 事 業 勘 定 ）

国民健康保険（直営診療施設勘定）

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

公 共 下 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

教 育 奨 励 資 金

大 目 財 産 区

甲 東 財 産 区

巌 財 産 区

島 田 財 産 区

上 野 原 財 産 区

檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林 保 護 財 産 区
小金沢土室山恩賜県有財産保護組合西原分収益事業

秋 山 財 産 区

西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区

小 計

普通会計歳出　前年度比3億7896万2千円増加の110億40万7千円

会計別　歳入歳出状況　　　　　　　　（単位：千円）

建 物
123,024
907
－

123,931

区 分
行 政 財 産
普 通 財 産
土地開発基金

計

市有財産の状況　　　　（単位：m2）

市債の状況（一般会計）（単位：千円）

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
と
18
の
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
）、
病
院
事
業
会

計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
9
月
の
市
議
会
定
例
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
中
心
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
お
よ
び
地
方
交
付
税
な
ど
の
状
況
や

そ
の
使
い
道
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
決
算

普
通
会
計（
一
般
会
計
、
教
育
奨
励
資
金
特
別

会
計
）の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
1
1
4
億
1
3

3
7
万
7
千
円
、
歳
出
総
額
1
1
0
億
4
0
万
7

千
円
で
、
差
し
引
き
4
億
1
2
9
7
万
を
翌
年
度

に
繰
越
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
歳
入
で
は
、
2
・
8
％
増
、
歳
出
で
は
3
・

6
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
入
の
状
況
》

景
気
低
迷
の
影
響
に
よ
り
、
市
税
が
0
・
5
％

減
、
地
方
消
費
税
交
付
金
や
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交

付
金
等
の
各
種
交
付
金
が
5
・
5
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

一
方
、
合
併
特
例
債
等
の
償
還
が
増
加
し
た
こ

と
や
地
方
再
生
対
策
費
の
算
入
に
伴
い
地
方
交
付

税
は
7
・
0
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
基

金（
貯
金
）に
つ
い
て
は
、
人
件
費
な
ど
の
抑
制
に

よ
り
今
年
度
は
取
り
崩
を
し
な
い
で
運
営
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
歳
入
の
不

足
を
補
う
た
め
、
地
方
債
を
借
り
入
れ
て
い
る
状

況
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

平成20年度決算のあらまし平成20年度決算のあらまし

※会計別歳入歳出状況、市債の状況（一般会計）は平成21年5月31
日現在、市有財産の状況は平成21年3月31日現在のものです。

特

別

会

計



【
依
存
財
源
】

地
方
譲
与
税
・
利
子
割
交
付
金
・
配

当
割
交
付
金
・
株
式
等
譲
渡
所
得
割

交
付
金
・
地
方
消
費
税
交
付
金
・
自

動
車
取
得
税
交
付
金
・
地
方
特
例
交

付
金
・
地
方
交
付
税
・
交
通
安
全
対

策
交
付
金
・
国
庫
支
出
金
・
県
支
出

金
・
市
債

【
自
主
財
源
】

市
税
・
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
・
使

用
料
お
よ
び
手
数
料
・
財
産
収
入
・

寄
附
金
・
繰
入
金
・
繰
越
金
・
諸
収

入

5 広報うえのはら　平成21年11月号　　　　　

公債費
1,962,059
（17.8％）

総務費
2,292,632
（20.8％）

労働費
17,306
（0.2％）

教育費
918,991
（8.4％）

民生費
2,190,376
（19.9％）

衛生費
1,687,784
（15.3％）

消防費
550,543
（5.0％）

災害復旧費
19,060
（0.2％）

歳出総額
11,000,407

議会費
127,772
（1.2％）

農林水産業費
178,372
（1.6％）

商工費
132,672
（1.2％）

土木費
922,840
（8.4％）

市税
3,605,215
（31.6％）

分担金および
負担金・使用料
および手数料
276,814
（2.4％）

市債
1,374,600
（12.0％）

地方譲与税
129,918
（1.1％）

地方交付税
3,211,478
（28.1％）

国庫支出金
557,000
（4.9％）

県支出金
566,280
（5.0％）

歳入総額
11,413,377

自主財源  5,046,920  (44.2％)
依存財源  6,366,457  (55.8％)

財産収入・寄附金
・諸収入
359,547
（2.4％）繰入金

325,171
（3.1％）

繰越金
480,173
（4.2％）

各種交付金
527,181
（4.7％）

性質別に見た普通会計歳出状況
（21.5.31現在　単位：千円）

性質別に見た普通会計歳入状況
（21.5.31現在　単位：千円）

人件費
2,186,895
（19.9％）

普通建設
事業費
1,709,934
（15.5％）

繰出金
1,144,586
（10.4％）

扶助費
814,229
（7.4％）

公債費
1,962,059
（17.8％）

投資及び出資金・貸付金
180,601
（1.6％）

歳出総額
11,000,407物件費

1,795,883
（16.3％）

積立金
192,835
（1.8％）

補助費等
966,768
（8.8％）

維持補修費
27,557
（0.3％）

義務的経費：4,963,183千円　（45.1％）
投資的経費：1,728,994千円　（15.7％）
その他経費：4,308,230千円　（39.2％）

災害復旧事業費
19,060
（0.2％）

目的別に見た普通会計歳出状況
（21.5.31現在　単位：千円）

引
き
続
き
、
大
き
な
事
業
を
執
行
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
基
金（
貯
金
）の
取
崩
し
や
地
方
債
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歳
入
総
額
に
対
す
る
自
主
財
源（
市
税

や
施
設
の
使
用
料
な
ど
）の
割
合
は
44
・
2
％
と

な
り
前
年
度
比
で
1
・
8
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
依
存
財
源
に
頼
っ
た
財

政
構
造
と
な
り
、
安
定
し
た
自
主
財
源
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
出
の
状
況
》

歳
出
に
つ
い
て
は
、
耐
震
性
貯
水
槽
建
設
事
業

や
塵
芥
処
理
施
設
維
持
設
備
事
業
、
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
な
ど
普

通
建
設
事
業
費
が
22
・
8
％
の
増
と
な
っ
た
こ
と

が
、
歳
出
合
計
で
3
・
6
％
の
増
と
な
っ
た
主
な

要
因
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
減
額
に
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
職
員

の
給
与
手
当
の
カ
ッ
ト
や
早
期
退
職
制
度
な
ど
の

活
用
に
よ
り
人
件
費
が
3
・
0
％
減
と
な
っ
た
こ

と
や
、
公
営
企
業
等
に
対
す
る
投
資
及
び
出
資
金

が
47
・
7
％
減
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。な

お
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
比
較
的
借
入
利
率
の
高
い
も
の
の

一
部
に
つ
い
て
繰
上
償
還
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
決
算
額
に
つ
い
て
は
、
土
地
開
発
基
金
と
の
重

複
処
理
し
て
い
る
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
財
政
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
8
）
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（土）午前9：30から正午
センタープラザにおいて開催します　

度　農 林 業 ま つ り

11
月
28
日（
土
）、
上
野
原
市
役

所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

「
平
成
21
年
度
農
林
業
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

農
林
業
ま
つ
り
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
農
林
業
へ
の
理
解
と
関

心
を
呼
び
覚
ま
し
、
地
域
住
民
の

交
流
の
場
・
地
域
づ
く
り
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
市
内
農
林
産
物
の

地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
各
協
力
団
体
の
特
設

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
市
内
農
林
産

物
の
展
示
や
直
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
に
酒
饅
頭
コ
ー
ナ

ー
、
豚
汁
や
花
の
苗
等
の
配
布
、

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
有
意
義
な
ひ
と
と
き
が

過
ご
せ
る
各
種
の
催
し
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲農林産物品評会作品の展示

会場：市役所センタープラザ
時間：午前9時30分～正午
〇農林産物展示コーナー
〇農林産物直売コーナー
〇農協コーナー
〇森林組合コーナー
〇健康相談コーナー
〇園芸コーナー
〇酒饅頭コーナー
〇経済課コーナー　　　　　　ほか
＊豚汁、花の苗などを配布します。
＊各コーナーとも品物がなくなりしだ
い、終了とさせていただきます。

▲農林産物直売コーナー

温
か
〜
い
豚
汁
の
配
布

▲



7 広報うえのはら　平成21年11月号　　　　　

　　　　11月28日（
　　　　　上野原市役所セ

平成21年度　

ハクサイ　　　　　　　2株

キャベツ　　　　　　　2株

シュンギク　　　　　　2束

コマツナ　　　　　　　2束

ブロッコリー　　　　　2株

ダイコン　　　　　　　2本

ゴボウ　　　　　　　　3本

バレイショ　　　　　　5個

サトイモ（子イモ） 1株または5個

コンニャク　　　　　　2個

ダイズ　　　　　　　　1合

カキ　　　　　　　　　5個

キウイフルーツ　　　　5個

シイタケ　　　　　　　300g

農林産物品評会・作品の募集
農林業まつりでは、栽培技術の向上を目的に農林産物品評会を例年どおり行います。
出品をご希望の方は次の要領により出品をお願いします。
なお、出品者には記念品をお贈りしますが、出品された農林産物については、展示後
に販売し、収益金はすべて募金させていただきますのでご了承ください。

提　出　先

JAクレイン市内各支店

上野原市役所センタープラザ

日　　時

11月27日（金）

午前9時～10時まで

11月27日（金）

午前9時～11時まで

ホウレンソウ　　　　　2束（250g）

ネギ　　　　　　　　　1㎏または1束

チンゲンサイ　　　　　2束または5株

カリフラワー　　　　　2株

カブ　　　　　　　　　5株

ニンジン　　　　　　　3本

サツマイモ　　　　　　3本

ナガイモ　　　　　　　1本

アズキ　　　　　　　　1合

ユズ　　　　　　　　　5個

その他

★　提出日時、提出先（どちらでも結構です）

★　募集品目（荷姿）

●問い合わせ　経済課産業振興担当（蕁62－3119）
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◆
趣
旨

少
子
化
に
伴
い
市
立
学
校
等
の

小
規
模
校
化
が
進
む
中
、
21
世
紀

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
る

力
」
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
教
育
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

小
学
校
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
大
目
・
甲

東（
和
見
分
校
含
む
）・
四
方
津
・

沢
松
小
学
校
お
よ
び
大
鶴
・
沢
松

幼
稚
園
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

※
小
学
校
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
グ
ル
ー
プ

（
Ｂ：

大
鶴
・
島
田
・
上
野

原
・
棡
原
小
学
校
、
Ｃ：

西
原

小
学
校
、
Ｄ：

秋
山
小
学
校
）

お
よ
び
中
学
校
Ｂ
グ
ル
ー
プ

（
島
田
・
上
野
原
・
秋
山
中
学

校
）に
つ
い
て
は
、
小
学
校
Ａ

グ
ル
ー
プ
お
よ
び
大
鶴
・
沢
松

幼
稚
園
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
の
方
向
性
が
出
た
後
で
、
該

当
地
区
聴
聞
会
を
実
施
し
た
う

え
で
方
針
案
を
ま
と
め
ま
す
。

◆
募
集
期
間

11
月
11
日（
水
）〜
25
日（
水
）

◆
提
出
方
法

持
参
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し

て
い
ま
せ
ん
。

◆
提
出
先

・
直
接
持
参
、
郵
送
の
場
合

〒
4
0
9
―

0
1
9
2
上
野
原

市
上
野
原
3
8
3
2
上
野
原
市

教
育
委
員
会
学
校
適
正
配
置
推

進
課

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

蕭
63
―

4
7
7
2

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

gakko@
city.uenohara.lg.jp

《
留
意
事
項
》

・
意
見
等
の
提
出
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
学
校
適
正
配
置

推
進
課
、
秋
山
支
所
、
各
出
張

所
に
用
意
し
て
あ
る
「
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
意
見
等
提
出

用
紙
」
の
様
式
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
他
の
様
式
で
提
出
さ
れ
る
場
合

上野原市立学校等の適正規模・

適正配置に関する教育委員会方針（案）
～小学校Ａグループ、大鶴・沢松幼稚園分～

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年
6
月
22
日
に
上
野
原
市
立
学
校
等
適

正
化
審
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
上
野
原
市
立
学
校
等
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
等
に
関
す
る
答
申
書
」
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
協
議
お
よ
び
地

区
聴
聞
会
を
実
施
し
、
上
野
原
市
立
学
校
等
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に

関
す
る
教
育
委
員
会
方
針（
案
）【
小
学
校
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
大
鶴
・
沢
松
幼

稚
園
分
】
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
方
針（
案
）は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
学
校
適
正
配
置
推
進
課
、
秋

山
支
所
お
よ
び
各
出
張
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
方
針（
案
）に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

は
、
提
出
さ
れ
る
方
の
住
所
・

氏
名（
法
人
に
あ
っ
て
は
名
称

お
よ
び
所
在
地
）、
電
話
番
号
、

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

・
意
見
提
出
の
際
は
日
本
語
で
お

願
い
し
ま
す
。
他
の
言
語
で
提

出
す
る
場
合
は
、
日
本
語
訳
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
意
見
等
の
提
出
の
際
に
記
入
さ

れ
た
住
所
・
氏
名
等
の
個
人
に

関
す
る
情
報
は
公
開
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
他
の
目
的
で
使
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

・
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
内
容
ご
と
に
整
理
し
た
う

え
で
、
市
教
育
委
員
会
の
考
え

方
と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
適
正
配
置

推
進
課（
蕁
62
―

3
4
0
8
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制

度
と
は
、
市
の
基
本
的
な
計
画

や
施
策
な
ど
を
策
定
す
る
過
程

に
お
い
て
公
表
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
市
は
提
出
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら

施
策
等
を
策
定
し
て
い
く
制
度

で
す
。

ご意見お待ち
しています。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す



件 数

2

2

0

27

6

0

37

差 押 財産

給 与

不 動 産

自 動 車

預 貯 金

生命保険

そ の 他

計
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《
11
月
は
滞
納
整
理

強
化
月
間
で
す
》

◆
悪
質
な
滞
納
は
絶
対
に
許
し
ま

せ
ん

ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
方
は
、
市

税
を
納
期
限
内
に
自
主
的
に
納
め

て
い
ま
す
。
再
三
の
催
告
に
も
納

付
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
や
む
を
得
ず
強
制
的
に

給
与
、
不
動
産
、
自
動
車
、
預
貯

金
、
生
命
保
険
等
の
財
産
の
差
押

え
を
執
行
し
、
そ
の
財
産
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
に
よ
り
換

価
し
、
滞
納
税
額
に
充
て
ま
す
。

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
職

員
が
滞
納
者
の
自
宅
等
を
強
制
的

に
捜
索
し
て
、
発
見
し
た
財
産
を

差
押
え
・
搬
出
し
公
売
す
る
こ
と

も
行
い
ま
す
。

◆
納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
期
限
内
に
納
税
で
き
な
い

方
、
災
害
や
病
気
な
ど
の
事
情
に

よ
り
、
全
額
を
一
時
に
納
め
ら
れ

な
い
場
合
等
に
は
、
税
務
課
収
納

担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た

毎
月
1
回
日
曜
日
に
相
談
窓
口
も

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

《
11
月
市
税
収
納
納
税
相
談
》

●
日
時

11
月
29
日（
日
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

税
務
課
窓
口

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
担

当
（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
と

連
携
し
て
差
押
え
等
の
処
分
を
強
化
し
ま
す

◆
募
集
期
間

11
月
2
日（
月
）

〜
20
日（
金
）締
切
日
必
着

◆
活
動
内
容
等

協
議
会
に
出
席

し
、
協
議
会
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
協
議
し
ま
す
。

な
お
、
協
議
会
で
は
、
平
成
22

年
度
中
に
地
域
公
共
交
通
活
性

化
・
再
生
法
に
基
づ
く
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定

し
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25

年
度
ま
で
に
同
計
画
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
事
業
の
実
証
運
行
を

行
い
、
真
に
必
要
な
市
の
公
共

交
通
の
確
保
に
努
め
て
い
く
考

え
で
す
。

◆
募
集
人
員

3
名
以
内（
協
議

会
全
体
の
人
数
は
20
名
以
内
の

予
定
）

◆
任
期

委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で

◆
協
議
会
の
構
成

公
募
以
外
の

委
員
は
、
事
業
者
、
交
通
関
係

者
、
学
識
経
験
者
お
よ
び
市
等

で
構
成
す
る
予
定
。

◆
応
募
資
格

市
内
在
住
の
20
歳

以
上
で
、
平
日
日
中
の
会
議
に

継
続
的
に
参
加
で
き
る
方
。

（
た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団

体
の
議
会
議
員
、
常
勤
の
国

家
・
地
方
公
務
員
を
除
く
。）

◆
提
出
書
類

①
応
募
用
紙（
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。）

②
小
論
文
　
テ
ー
マ
「
上
野
原
市

の
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
に

つ
い
て
」（
800
字
程
度
・
様
式
自

由
）

※
応
募
用
紙
は
、
11
月
2
日
か
ら

生
活
環
境
課
・
秋
山
支
所
お
よ

び
各
出
張
所
で
配
布
し
ま
す
。

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。）

◆
提
出
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
生
活
環
境
課
生
活
環
境

担
当
宛（
〒
4
0
9
―

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2
）

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送（
締
切
日
必
着
）

・
持
参（
平
日
の
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
30
分
）

・
電
子
メ
ー
ル（
締
切
日
の
午
後

5
時
30
分
必
着
）

seikatsu@
city.uenohara.lg.jp

◆
選
考
方
法

提
出
書
類（
応
募

用
紙
、
小
論
文
）に
基
づ
く
書

類
審
査
と
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
、
11
月
下
旬
か
ら

12
月
上
旬
に
文
書
で
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

・
委
員
に
は
、
協
議
会
で
定
め
る

規
約
に
基
づ
き
報
酬
お
よ
び
旅

費（
交
通
費
）を
支
給
し
ま
す
。

・
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
応
募
者
の
負
担
と

し
ま
す
。

・
応
募
書
類
は
、
上
野
原
市
情
報

公
開
条
例
お
よ
び
上
野
原
市
個

人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
取

り
扱
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

上
野
原
市
地
域
公
共
交
通

　
　
　
活
性
化
協
議
会（
仮
称
）委
員
を
募
集
し
ま
す

上
野
原
市
地
域
公
共
交
通

　
　
　
活
性
化
協
議
会（
仮
称
）委
員
を
募
集
し
ま
す

◆
延
滞
金

納
期
限
ま
で
に
税
金
が
完
納

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の

日
数
に
応
じ
、
税
額
に
次
の
割

合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。

■
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月

を
経
過
す
る
日
ま
で

年
4.5
％

■
1
か
月
を
経
過
し
た
日
以
降

年
14
・
6
％

差押え実績
（平成21年4月～9月）

市
で
は
、
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
関
係
者
で
協
議
し
解
決
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
法
に
基
づ
き
設
置
す
る

「
上
野
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
仮
称
）」の
委
員
の
一
部
を
公

募
し
ま
す
。
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市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の

ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
思

い
や
市
政
に
抱
く
疑
問
等
を
市
長

が
直
接
お
伺
い
し
、
今
後
の
行
政

運
営
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

9
月
28
日（
月
）に
は
2
組
の
方

が
お
越
し
に
な
り
、「
野
田
尻
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
」

「
西
原
小
学
校
給
食
施
設
の
復
活
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

市
長

野
田
尻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
は
地
域
と
市
が
一

体
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
現
在
県
の
助
成
を
受
け

る
に
は
条
件
が
か
な
り
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
地
域
の

み
な
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
何
ら

か
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

市
長

西
原
小
給
食
施
設
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
休
止
と
な
る
ま
で

の
経
緯
の
中
で
、
保
護
者
や
地
域

の
方
に
不
信
を
募
ら
せ
る
こ
と
が

あ
っ
た
事
を
お
詫
び
し
た
い
。
今

後
の
給
食
運
営
に
つ
い
て
は
地
域

の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
教
育
委
員

会
で
十
分
に
審
議
し
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
一
番
最
善
な
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

11
月
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

11
月
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
24
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

●
場
所

市
長
室

●
方
法

お
一
人
ま
た
は
一
組

（
5
人
程
度
）を
対
象
と
し
て
、

対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
と

し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
―

3
1

1
8
・
蕭
62
―

5
3
3
3
）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

印
鑑
登
録
証

印
鑑
登
録
証 

の
引
き
替
え
は
お
済
み
で
す
か

平
成
17
年
2
月
13
日
に
上
野
原

町
と
秋
山
村
が
合
併
し
て
上
野
原

市
に
な
り
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い
、

旧
町
村
で
発
行
し
た
印
鑑
登
録
証

（
カ
ー
ド
）は
効
力
を
失
い
、
新
し

い
印
鑑
登
録
証
に
引
き
替
え
て
か

ら
で
な
い
と
、
印
鑑
登
録
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

現
在
で
も
引
き
替
え
が
済
ん
で

い
な
い
方
が
約
3
3
0
0
人
い
ま

す
。
も
う
一
度
ご
自
身
の
印
鑑
登

録
証
を
確
認
し
、
早
め
に
引
き
替

え
の
手
続
き
を
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
の
引
き
替
え
手
続

き
は
、
市
役
所
ま
た
は
最
寄
り
の

支
所
・
出
張
所
で
扱
っ
て
い
ま

す
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

■
登
録
者
本
人
が
手
続
き
を
す

る
場
合

①
登
録
し
て
い
る
印
鑑

②
旧
印
鑑
登
録
証

③
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
保
険
証

等
の
う
ち
い
ず
れ
か
1
点
。）

■
代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
場

合
①
旧
印
鑑
登
録
証

②
登
録
し
て
い
る
印
の
押
印
さ
れ

た
、
登
録
者
本
人
か
ら
の
代
理

人
選
任
届
ま
た
は
委
任
状

③
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

保
険
証
等
の
う
ち
い
ず
れ
か
1

点
。）

④
代
理
人
の
認
印

※
旧
印
鑑
登
録
証
を
紛
失
等
で
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
廃
止
・
再

登
録
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
担

当
（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

▲旧上野原町の印鑑登録証
（手帳式）

▲旧秋山村の印鑑登録証

▲上野原市の印鑑登録証

見
本

見
本

見
本



診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所
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月曜日

両角・外間

進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

鶴野

地場

小林

※2

※3

櫻林

お母さんが途方に暮れる？

新型インフルエンザの流行が心配されています。学校
などが感染源で拡大されることが懸念され、学級閉鎖、
休校などの措置が有効だとされていますが、共働きの家
庭では、そのときの子どもの世話をどうするか、という
のが父母にとって大問題です。
小学校高学年や中学生だったら、子どもだけで留守番

させることもできますが、小学校低学年、保育所の場合
は深刻です。学級閉鎖、休校・休所の場合は、数日続き
ます。祖父母に面倒を見てもらう、両親のどちらかが仕
事を休むなど、四苦八苦のやりくりをしなくてはなりま
せん。
こうした場合、その負担

が母親に大きくのしかかっ
ているのが現実です。
以前にお知らせした保育

士アンケートでも、「子ども
が発熱した時に、誰が迎え
に来るか」の問いに、8割近

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.39

くが母親と答えています（グラフ参照）。母親に大きな負
担がかかっている現実が見えてきます。
しかし、母親に負担を強いる現実をそのままにしてい

るのは不合理です。子育ては、直接的には父母の共同の
責任です。さらに、社会的に「子どもの最善の利益が第
一次的に考慮される」（子どもの権利条約）ことが求めら
れます。
ところが、一般的に子育ての責任を母親に押しつける

風潮が後を絶ちません。新聞でも、不用意に「子育ては
母親」という内容の言葉を発しています。「まず列島を
巻き込んだのは5月だった。マスクは売り切れ、催事は
取りやめになり、修学旅行の中止が生徒を泣かせた。保
育所休業でお母さんは途方に暮れた」（朝日新聞8月21日
付『天声人語』）と新型インフルエンザに言及したところ
で、お母さんを途方に暮れさせました。
これに対して、「保育所の休業はお父さんもお母さん

も途方に暮れます」（同新聞9月16
日付）という反論の投書も紹介して
います。ちょっとしたことかも知
れませんが、子育ては父母の共同
の仕事ということを再認識するこ
とが必要ではないでしょうか。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

金曜日

両角・毛利

村田・井上

非常勤小児科医交替

長坂

細川

細川

川村

井山・須田

岡本

水上

非常勤内科医交替

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　11月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

櫻林・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

鶴野

前田

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

間渕

森山

長尾

前田

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

喜瀬

戸田（予約第1週）

※1

高橋

平良（予約）

高橋

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 脳神経外科の木曜日は、非常勤脳外科医が交替で診療を行います。
※2 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※3 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が津久井大医師、第2・4週が村田医師が診療を行います。
※表は10月27日現在の予定です。診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。

母親  79％

父母交代
　　4％

両親以外の
家族 13％

その他 4％
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た
り
引
っ
込
め
た
り
す
る
。

・
舌
を
出
し
て
上
下
左
右
に
動
か

す
。

③
食
べ
方
に
気
を
つ
け
る

・
し
っ
か
り
よ
く
か
ん
で
食
べ

る
。

・
姿
勢
は
、
体
を
起
こ
し
て
あ
ご

を
少
し
ひ
い
た
姿
勢
が
誤
え
ん

し
に
く
い
。

④
話
す
、
歌
う
な
ど

・
話
す
こ
と
は
舌
、
く
ち
び
る
、

頬
、
の
ど
な
ど
の
運
動
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
歌
う
こ
と
は
話

す
こ
と
以
上
に
口
の
運
動
に
な

り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
行

い
ま
し
ょ
う
。

上
野
原
市
で
は
、
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
、
高
齢
者
を
対
象
に
、

筋
力
向
上
訓
練
や
口
腔
機
能
向
上

訓
練
、
認
知
症
予
防
な
ど
を
取
り

入
れ
た
元
気
い
き
い
き
教
室
を
行

っ
て
い
ま
す
。
開
催
時
は
、
広
報

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

元
気
で
い
き
い
き
と
し
た

暮
ら
し
の
た
め
に

《
口
腔
機
能
を向

上
さ
せ
ま
し
ょ
う
》

口
は
、
食
べ
る
、
話
す
、
表
情

を
豊
か
に
す
る
と
い
っ
た
、
元
気

で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
大

切
な
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。

口
の
機
能
に
問
題
を
抱
え
て
い

る
と
、
食
事
が
お
い
し
く
と
れ
な

か
っ
た
り
、
体
を
動
か
す
こ
と
や

人
と
交
流
す
る
こ
と
に
消
極
的
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
生
活
全

体
が
不
活
発
に
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
に
多
い
、「
誤
え

ん
性
肺
炎
」
と
い
う
、
食
べ
か
す

な
ど
か
ら
繁
殖
し
た
口
の
中
の
細

菌
を
、
知
ら
な
い
う
ち
に
肺
に
吸

い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て

お
こ
る
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。「
固
い
も
の
が
食
べ
に

く
く
な
っ
た
」、「
む
せ
や
す
く
な

っ
た
」、「
口
が
渇
く
」
と
い
っ
た

こ
と
に
心
あ
た
り
が
あ
る
人
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
口
の
問
題
か
ら
、
低

栄
養
状
態
、
誤
え
ん
、
運
動
機
能

の
低
下
な
ど
生
活
全
般
の
質
を
損

な
う
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

し
っ
か
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
て

い
る
と
、
あ
ご
と
の
ど
の
筋
肉
が

き
た
え
ら
れ
、
か
む
機
能
と
飲
み

込
む
機
能
が
向
上
し
ま
す
。
つ
ば

も
良
く
出
る
よ
う
に
な
り
消
化
が

助
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
か
む

こ
と
に
よ
り
脳
が
活
性
化
し
、
認

知
症
予
防
に
つ
な
が
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら

し
を
続
け
る
た
め
に
、
口
の
手
入

れ
や
口
腔
体
操
な
ど
を
毎
日
の
生

活
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

■
口
腔
機
能
の
向
上
の
た
め
に
次

の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

①
毎
日
の
口
腔
の
手
入
れ
を
か
か

さ
ず
に
行
う

・
歯
を
磨
く
と
き
は
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
境
目
に
歯
ブ
ラ
シ
を
あ
て

て
、
時
間
を
か
け
て
て
い
ね
い

に
み
が
く
。

・
歯
だ
け
で
は
な
く
舌
や
頬
の
内

側
も
き
れ
い
に
す
る
。

・
入
れ
歯
の
あ
る
方
は
、
は
ず
し

て
み
が
く
。

②
口
腔
体
操
を
習
慣
に
す
る

・
口
を
閉
じ
た
ま
ま
頬
を
ふ
く
ら

ま
し
た
り
す
ぼ
め
た
り
す
る
。

・
口
を
大
き
く
あ
け
て
舌
を
出
し

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
な
に
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
を
も
た
ず
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援

者
と
し
て
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
活
動
し
ま
す
。
友
人
や
家
族
に

学
ん
だ
知
識
を
伝
え
た
り
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
の
気
持
ち
を

理
解
し
よ
う
と
努
め
た
り
す
る
こ

と
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
で
す
。

■
日
時

11
月
15
日（
日
）午
後
3

時
〜
5
時

■
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室

■
参
加
費

300
円（
テ
キ
ス
ト
、

資
料
、
飲
み
物
代
等
）

■
定
員

100
名

※
当
日
、
直
接
も
み
じ
ホ
ー
ル
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
後
援
　
長
寿
健
康
課

●
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

認
知
症
を
正
し
く
知
る
会
　
も

っ
と
・
ら
く
っ
と（
蕁
63
│

0
6

8
5
、
直
通
蕁
0
8
0
│

1
1

9
9
│

3
7
3
7
）

高
齢
者
等
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
訪
問
事
業

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方

の
お
宅
に
、
市
が
養
成
し
た
「
高

齢
者
等
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
定
期
的

に
訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

相
談
や
話
し
相
手
、
安
否
確
認
等

を
行
う
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。日

ご
ろ
の
相
談
ご
と
や
話
相
手

等
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
方
は
、
市
役
所
ま
た
は
秋
山
支

所
・
各
出
張
所
に
印
鑑
を
持
参

し
、「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
訪
問
事
業
利
用
申
請
書
」

に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

追
っ
て
担
当
者
等
の
お
名
前
、

初
回
訪
問
日
等
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
無
料
で

す
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
は
い
つ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）



3～4か月児
9～10か月児
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11月13日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物

申込み・問い合わせ
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 女性特有のがん検診推進事業の対象

者（子宮頸がん検診無料クーポン券を
持っている方）、市内に住民登録のあ
る成人女性

◎検 診 料 1,500円（無料クーポン券を持参すると
無料となります。）

◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください。（山梨県内のみ。）

◎申 込 み 長寿健康課保健担当（62－4134）へお申
込みください。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申込みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★インフルエンザワクチン接種はお早めに
◆インフルエンザ予防対策のひとつは「ワクチン
接種」です
インフルエンザワクチンは、接種後、2週間経た

ないと予防効果が現れません。またワクチンの本
数には限りがありますので、冬になってから急に
医療機関に行っても接種できないことがあります。
今年の冬にワクチンの接種を希望される方は、

お早めにかかりつけ・最寄りの医療機関にご相談
ください。

★すこやか健康相談（11/1～12/10までの予定）

※血糖値が高く糖尿病が気になる方で健康相談を
希望される場合は、電話等で前日までにご連絡
ください。当日は空腹時の血糖を測定するため、
朝食は食べないようにしてください（湯茶は可）。

★乳幼児健診（11/1～12/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日を除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等のご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 11月16日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者。
※保健担当へ電話でお申し込みください。

送迎
一部あり

一部あり

なし

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

健康手帳（持っていない方には当日交付します）

午前9：45～10：15
市内に住民登録のあ
る方で血糖値が高く
糖尿病が気になる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

13 広報うえのはら　平成21年11月号　　　　　
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11 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

該当児
平成21年6月16日～7月生
平成21年1月～2月15日生
平成18年5月16日～6月生

実施日
11月 5日（木）
11月17日（火）
11月12日（木）



幼
児

●
教
育
時
間

平
日
は
午
前
9
時

〜
午
後
3
時
ま
で（
土
・
日
・

祝
日
は
、
休
園
日
）

※
夏
季
、
冬
季
お
よ
び
学
年
末
に

は
休
園
日
が
あ
り
ま
す
。

●
授
業
料

月
額
9
千
円（
平
成

21
年
度
の
場
合
）

●
入
園
の
決
定

入
園
希
望
者
が

定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
心
身

の
検
査
と
あ
わ
せ
て
抽
選
に
よ

っ
て
入
園
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
後
日
通
知
に
よ
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0

9
）、
沢
松
幼
稚
園（
蕁
62
―

3

3
5
4
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
は
月

4
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

11
月
4
日（
水
）、
11
日

（
水
）、
18
日（
水
）、
25
日（
水
）、

12
月
2
日（
水
）午
前
9
時
〜
正

午
●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

11
月
14
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

11
月
9
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

の
祭
典
で
す
。
土
曜
の
午
後
の
ひ

と
と
き
に
、
コ
ー
ラ
ス
の
美
し
い

歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
多

く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
時

11
月
21
日（
土
）午
後
1

時
〜（
入
場
無
料
）

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

※
主
催
　
第
5
回
上
野
原
市
民
合

唱
祭
実
行
委
員
会

※
後
援
　
上
野
原
市
教
育
委
員

会
、
山
梨
日
日
新
聞
社
・
山
梨

放
送
、
上
野
原
市
商
工
会
、
上

野
原
テ
レ
ビ
共
和
会

●
問
い
合
わ
せ

市
民
合
唱
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
・
中
澤（
蕁

63
―

0
5
6
0
）

甲
府
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す

甲
府
刑
務
所
・
甲
府
少
年
鑑
別

所
で
は
次
の
と
お
り
「
甲
府
矯
正

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
23
日（
祝
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時

●
場
所

甲
府
刑
務
所（
甲
府
市

堀
之
内
町
5
0
0
）

●
内
容

施
設
見
学
、
矯
正
関
係

資
料
の
展
示
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
刑
務
所
企

画
部
門（
蕁
0
5
5
│

2
4
1
│

8

8
7
8
）

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
12
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

12
月
19
日（
土
）、平
成
22
年
1

月
23
日（
土
）、
2
月
20
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
2
）

平
成
21
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
等
説
明
会

平
成
21
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
お
よ
び
法
定
調
書
等
の
提
出

に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
17
日（
火
）用
紙
配

布
午
後
1
時
〜
1
時
30
分
、
説

明
会
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
蕁
22
―

3
1
5
1
）ま
た
は
税

務
課
課
税
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

3
）

第
5
回
上
野
原
市
民
合
唱
祭

を
開
催
し
ま
す

上
野
原
市
民
合
唱
祭
実
行
委
員

会
で
は
、
次
の
と
お
り
第
5
回
上

野
原
市
民
合
唱
祭
を
開
催
し
ま

す
。
少
年
少
女
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

上
野
原
市
民
15
団
体
に
よ
る
合
唱
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平
成
22
年
度
市
立
幼
稚
園

入
園
案
内

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22

年
度
市
立
沢
松
幼
稚
園
の
入
園
申

請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。

※
大
鶴
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
上

野
原
市
立
学
校
等
適
正
化
審
議

会
に
お
い
て
、
平
成
23
年
4
月

ま
で
に
廃
園
す
る
こ
と
が
適
当

と
考
え
る
答
申
が
出
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
市
教
育
委
員
会

で
協
議
等
を
行
っ
た
結
果
、
平

成
22
年
度
の
募
集
は
見
送
り
と

な
り
ま
し
た
。

●
申
請
期
間

11
月
4
日（
水
）

〜
13
日（
金
）ま
で

●
申
請
書
配
布
と
申
請
場
所

教

育
学
習
課
学
校
教
育
担
当

●
通
園
区
域

沢
松
幼
稚
園（
八

ッ
沢
、
松
留
）

●
入
園
年
齢
等

通
園
区
域
に
お

住
ま
い
で
、
平
成
22
年
4
月
1

日
現
在
で
満
3
歳
に
達
し
て
い

る
幼
児
か
ら
小
学
校
就
学
前
の



在
だ
と
実
感
し
た
参
加
者
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
次
回
は

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
一
時
預
か
り

な
ど
、
必
要
度
の
高
い
事
項
の
実

現
化
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
と
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

上
野
原
市
が
安
心
し
て
住
み
や

す
い
地
域
に
な
る
よ
う
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
18
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

市
役
所
1
階
展
示
室
3

●
問
い
合
わ
せ

ド
リ
ー
ム
宝

（
蕁
23
―

0
4
6
0
）

見
込
み
を
含
む
）国
民
年
金
保
険

料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

《
控
除
証
明
書
は

11
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
》

生
命
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る

控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
1
年
間

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

額
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

は
、
毎
年
11
月
上
旬
に
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
し
ま
す
。

証
明
内
容
は
、
本
年
1
月
か
ら

9
月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見

込
額
で
す
。

《
10
月
1
日
以
降
に
初
め
て

保
険
料
を
納
付
す
る
方
》

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
以

降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
2
月

上
旬
に
同
様
の
控
除
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

平
成
21
年
中
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
方
全
員
に
控
除
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領

収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

《
ご
家
族
の
分
も

納
付
し
た
場
合
》

生
計
を
同
一
に
す
る
ご
家
族

（
配
偶
者
や
子
ど
も
）の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
納

付
し
た
方
が
そ
の
国
民
年
金
保
険

料
全
額
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
も
ご
家
族
分
の
証
明
書

を
添
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
社
会
保
険

事
務
局
大
月
事
務
所（
蕁
22
―

3

8
1
1
）、
ま
た
は
市
民
課
国

保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

「
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3
水
曜
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

前
回
は
、
7
月
か
ら
「
富
士
東

部
圏
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
に
な
ら

れ
た
渡
辺
典
子
さ
ん
を
お
招
き

し
、
障
害
児
・
者
を
支
援
す
る
仕

組
み
や
現
状
に
つ
い
て
勉
強
会
を

行
い
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
福

祉
に
関
す
る
経
験
と
意
欲
か
ら
、

上
野
原
市（
東
部
地
域
）の
地
域
づ

く
り
に
具
体
的
な
助
言
や
指
導
を

し
て
い
た
だ
け
る
頼
り
に
な
る
存

11
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す

『
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う
。

労
働
保
険
。』

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
す
。
従
業
員
の
身

分
を
問
わ
ず
、
従
業
員
を
一
人
で

も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
未
加
入
の
場
合
は
早
期
加

入
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
週
間
に
20
時
間
以
上
働
き
、

6
か
月
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ

る
短
時
間
就
労
者
は
雇
用
保
険
の

適
用
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
に
限

り
雇
用
保
険
料
率
が
引
き
下
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
月
適
用
係（
蕁
22
―

8
6
0
9
）

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
を
送
付

し
ま
す

《
国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
》

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
県
民
税
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

今
年
1
年
間
に
納
付
し
た（
納
付
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

12日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
29日
午前 9：00 ～ 　　正　午

12日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

午前 8：30 ～ 午後 4：00
63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

16日

11月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

・25日  もみじホール
3階会議室7

市役所会議室A
午前 10：00 ～ 　　正　午

ねんきん定期便相談会 市役所会議室A
17日
午前 9：00 ～ 午後 4：00

（祝日除く）

（祝日除く）

（祝日を除く）

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を

配
布
し
ま
す

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
上
野
原
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
配
布
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
1
月

か
ら
は
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

と
し
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

配
布
方
法
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

各
地
区
の
事
務
嘱
託
員
を
経
由
し

各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

配
布
時
期
は
12
月
中
旬
以
降
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
蕁
63
―

5

3
5
3
）



《
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を

守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
調
査
を

行
い
ま
す

秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、

消
防
本
部
、
消
防
団
お
よ
び
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
で
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
・
訪
問
の
際
に
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す

●
日
時

11
月
8
日（
日
）午
前
10

時
〜
11
時
20
分

●
場
所

グ
ル
メ
シ
テ
ィ
ー
前
〜

市
役
所

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
消
防

総
務
課（
蕁
62
│

4
1
1
2
）
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秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す

『
消
え
る
ま
で
　
ゆ
っ
く
り
火
の

元
　
に
ら
め
っ
子
』

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
11
月
9

日（
月
）〜
15
日（
日
）に
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
運
動
は
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

に
、
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る

た
め
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
火
災

の
発
生
・
拡
大
防
止
、
高
齢
者
等

の
死
傷
者
発
生
の
減
少
、
尊
い
生

命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
中
に
は
、
全
国
の
住

宅
火
災
で
1
1
2
3
人
も
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

711
人（
63
・
3
％
）が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
、
逃
げ
遅

れ
に
よ
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て

い
ま
す
。

《
重
点
目
標
》

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予

防
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進

消
防
本
部
・
署
お
よ
び
上
野
原

市
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
11
月

9
日（
月
）に
市
内
の
巡
回
広
報
を

実
施
し
ま
す
。

老
朽
化
消
火
器
の
取
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
21
年
9
月
15
・
16
日
、
大

阪
市
お
よ
び
福
岡
県
行
橋
市
で
、

腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
を
操
作
し

た
こ
と
に
よ
り
、
消
火
器
が
破
裂

し
受
傷
し
た
と
み
ら
れ
る
事
故
が

相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
類
似
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
消
火
器
の
取
扱
い

お
よ
び
廃
棄
に
際
し
次
の
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

《
消
火
器
の
取
扱
い
》

①
屋
外
や
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
場

所
に
設
置
し
て
い
る

②
湿
潤
な
場
所
に
設
置
し
て
い
る

③
腐
食
が
進
ん
で
い
な
い
か
状
態

を
確
認
し
、
腐
食
が
進
ん
で
い

る
も
の
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

※
消
火
器
の
対
応
年
数
は
お
お
む

ね
8
年
で
す
。
対
応
年
数
以
内

で
も
、
錆
、
キ
ズ
、
へ
こ
み
等

異
常
が
あ
る
も
の
は
交
換
を
お

勧
め
し
ま
す
。

《
消
火
器
の
廃
棄
方
法
》

消
防
署
で
は
廃
棄
処
理
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
不
要
に
な
っ

た
消
火
器
は
放
射
・
解
体
等
の
廃

棄
処
理
を
自
ら
行
う
こ
と
な
く
、

回
収
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
に
廃

棄
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
腐
食
が
進
ん
で
い
る
加
圧
式

消
火
器
は
容
器
破
裂
の
危
険
性
が

大
き
い
の
で
、
早
急
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

《
回
収
先
》

市
内
の
回
収
業
者
は
予
防
担
当

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の
他

山
梨
県
設
備
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
消
防

総
務
課
予
防
担
当（
蕁
62
│

4
1

1
2
）

自
衛
官
等
募
集
案
内

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
次
の
と
お
り
自
衛
官
等
を
募
集

し
ま
す
。

《
最
年
少
の
国
家
公
務
員
》

●
募
集
種
目

高
等
工
科
学
校

●
資
格

中
学
校
卒
業（
見
込
み

含
む
）で
17
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
間

11
月
1
日（
日
）

〜
平
成
22
年
1
月
8
日（
金
）

●
一
次
試
験

1
月
23
日（
土
）

●
待
遇
・
そ
の
他

・
全
寮
制
で
、
規
則
正
し
い
団
体

生
活
を
通
じ
た
教
育
を
実
施

・
高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の

教
育
を
受
講

・
将
来
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

教
育
を
重
視

・
3
学
年
修
了
時
に
高
校
卒
業
資

格
が
得
ら
れ
、
防
衛
大
学
校
の

受
験
も
可
能

・
入
学
か
ら
約
4
年
後
3
等
陸
曹

に
昇
任
し
、
定
年
ま
で
勤
務
が

可
能

・
選
抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
幹
部

に
昇
任
も
可
能

《
自
衛
隊
の
奨
学
金
制
度
》

●
募
集
種
目

賃
費
学
生

●
資
格

現
在
大
学
で
理
学
・
工

学
を
専
攻
し
、
来
春
3
・
4
年

次
お
よ
び
大
学
院
の
学
生
で
26

歳
未
満
の
男
女（
大
学
院
生
は

28
歳
未
満
）

●
受
付
期
間

12
月
1
日（
火
）

〜
平
成
22
年
1
月
15
日（
金
）

●
一
次
試
験

1
月
31
日（
日
）

●
待
遇
・
そ
の
他

・
合
格
発
表
後
、
平
成
22
年
4
月

か
ら
正
規
の
修
業
年
限
が
終
わ

る
月
ま
で
毎
月
5
万
4
千
円
を

貸
与

・
夏
休
み
を
利
用
し
て
将
来
勤
務

す
る
研
究
開
発
機
関
や
部
隊
を

研
修

・
卒
業
後
は
、
陸
・
海
・
空
幹
部

候
補
生
と
し
て
採
用
さ
れ
、
幹

部
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
教
育

を
受
講

・
学
資
金
は
自
衛
官
と
し
て
一
定

年
限
以
上
勤
務
す
る
と
、
返
還

を
免
除

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
山
梨
地

方
協
力
本
部
大
月
地
域
事
務
所

（
蕁
22
│

1
2
9
8
）



11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数

は
、
全
国
的
に
依
然
と
し
て
増
加

し
て
お
り
、
児
童
虐
待
問
題
は
、

社
会
全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平

成
16
年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止
法

が
施
行
さ
れ
た
11
月
を
「
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広
報
や

啓
発
等
の
各
種
の
取
り
組
み
を
全

国
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

《
平
成
21
年
度
「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
標
語
》

『
守
ろ
う
よ
　
未
来
を
見
つ
め
る

小
さ
な
ひ
と
み
』

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
児
童

相
談
所
や
市
町
村
の
担
当
窓
口
に

連
絡（
通
告
）し
て
く
だ
さ
い
。
通

告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
も
の

で
す
。
連
絡（
通
告
）し
た
人
の
秘

密
は
法
律
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
児
童
虐
待
と
は
…
》

■
身
体
虐
待

殴
る
・
蹴
る
・
投

げ
落
と
す
・
火
傷
さ
せ
る
・
溺

れ
さ
せ
る
な
ど

■
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強

要
・
性
器
等
を
見
せ
る
・
ポ
ル

ノ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
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■
ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め

る
・
食
事
を
与
え
な
い
・
車
中

に
放
置
す
る
な
ど

■
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅

し
・
兄
弟
間
差
別
・
子
ど
も
の

目
の
前
で
家
庭
内
暴
力
を
行
う

な
ど

●
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

上
野

原
市
福
祉
事
務
所（
蕁
62
│

1
1

9
9
・
家
庭
相
談
員
専
用
）、

ま
た
は
都
留
児
童
相
談
所（
蕁

45
│

7
8
3
8
）

上
野
原
楽
風
展（
美
術
展
覧

会
）を
開
催
し
ま
す

上
野
原
市
を
文
化
豊
か
で
楽
し

い
人
た
ち
が
集
ま
る
文
化
都
市
に

し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
す
る
美

術
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
28
日（
土
）〜
29
日

（
日
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
第
1
会

議
室（
一
般
作
品
）、
第
2
会
議

室（
産
業
デ
ザ
イ
ン
、
小
学
生

作
品
な
ど
）

●
入
場
料

無
料

●
展
示
作
品

絵
画（
油
絵
・
水

彩
画
）、
版
画
、
陶
芸
、
彫
刻
、

書
道
、
工
芸
等

※
後
援
　
上
野
原
市
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
楽
風
展

代
表
山
香
和
信（
蕁
0
4
2
―

6

8
7
―

5
3
1
2
）

特
設
合
同
行
政
相
談
所
の

お
知
ら
せ

登
記
や
戸
籍
、
年
金
、
介
護
・

福
祉
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
身

近
な
問
題
に
つ
い
て
、
国
や
市
の

担
当
者
、
行
政
書
士
、
司
法
書
士
、

税
理
士
が
相
談
・
質
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
日
時

12
月
3
日（
木
）午
後
1

時
〜
4
時（
受
付
時
間
）

●
場
所

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

2
階
大
会
議
室（
富
士
吉
田
市

下
吉
田
1
6
4
3
―

1
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
省
山
梨
行

政
評
価
事
務
所（
蕁
0
5
7
0
―

0
9
0
1
1
0
）

市
職
員
の
人
事
異
動

10
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
、（

）内
は
旧
所
属
。）

〈
配
置
換
〉

▼
総
務
課
主
任（
税
務
課
）

河
野
彰
夫

▼
税
務
課
副
主
査（
企
画
課
）

渡
邊
恭
一
郎

少
子
化
や
核
家
族
化
ま
た
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち

が
家
庭
内
や
地
域
に
お
い
て
人
と
関
わ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
る
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

に
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
「
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
育
む
」
こ
と
が
大
切
で

す
。

☆
お
願
い
☆
（
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
）

子
ど
も
た
ち
に
、
こ
ん
な
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

・
「
お
は
よ
う
」「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」「
お
か
え
り
」
な
ど
。

・
危
険
な
遊
び
や
、
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
し
て
い
た
ら
、
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
良
い
こ
と
を
し
て
い
た
ら
、
ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
人
と
人
と
の
温
か
い
触
れ
合
い
で

優
し
い
心
が
育
ち
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

青
少
年
育
成
上
野
原
市
民
会
議

（
教
育
学
習
課
内
蕁
62
―

3
4
0
9
）

▼
税
務
課
副
主
査（
生
活
環
境
課
）

佐
渡
忠
行

▼
市
民
課
主
幹（
税
務
課
）

水
越
右
士

▼
生
活
環
境
課
主
幹（
下
水
道
課
）

横
瀬
一
利

▼
生
活
環
境
課
副
主
幹
技
師（
経

済
課
）
水
越
孝
庸

▼
経
済
課
主
幹（
生
活
環
境
課
）

尾
形
修

▼
建
設
課
副
主
幹（
教
育
学
習
課
）

磯
部
八
重
子

▼
教
育
学
習
課
副
主
幹（
建
設
課
）

飯
田
清
美

11
月
1
日
〜
30
日
は

山
梨
県
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
す



富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

巌
地
区

降
矢
泰
地

た
い
ち（

徳
彦
）、
石
田
祥
万

し
ょ
う
ま

（
信
和
）、
新
海
柚
妃

ゆ
ず
き（

友
規
）、
水
越

智
仁

と
も
ひ
と（

智
徳
）

上
野
原
地
区

闍
橋
柚
衣

ゆ

い

（
一
修
）、
糠
信
雄
飛

ゆ
う
ひ

（
隼
人
）、
橋
本
永
福

え
い
ふ
く（

豊
）、
飯
島

斎い
つ
き（

純
）、
上
條
蓮れ

ん（
将
人
）、
梶
原

宏
晟

こ
う
せ
い（

清
宏
）、
大
森
悠
央

ゆ
う
と（

洋
平
）

西
原
地
区

細
川
大
翔

ひ
ろ
と（

和
洋
）

秋
山
地
区

加
藤
優
空

ゆ
う
ら（

浩
二
）

上
野
原
地
区

小
俣
彰
宏
＝
喜
多
紀
子

大
鶴
地
区

池
田
淳
平
＝
渡
邊
雅
子

う
に
窓
を
開
け
て
換
気
を
し
、

清
掃
後
に
は
塩
素
系
漂
白
剤
で

の
消
毒
や
使
っ
た
食
器
・
道
具

類
、
ト
イ
レ
等
も
消
毒
し
ま
し

ょ
う
。

・
外
出
し
帰
宅
し
た
ら
、
感
染
症

対
策
と
し
て
、
必
ず
う
が
い
と

石
け
ん
・
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
で
の

手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
、
予
防
等
に
注
意
を

は
ら
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
冬
季
に
再
流
行
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
飛
沫
、
接

触
感
染
を
起
こ
す
こ
と
か
ら
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
の
い
る

家
庭
や
施
設
等
で
は
こ
れ
ら
の
感

染
症
に
対
し
て
の
注
意
が
必
要
で

す
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

婚

姻

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
9
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

感
染
性
胃
腸
炎
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

感
染
性
の
胃
腸
炎
は
1
年
を
通

し
て
発
生
し
ま
す
が
、
秋
か
ら
冬

季
に
か
け
て
発
生
が
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
特
に
子
ど
も
や
お

年
寄
り
な
ど
は
重
症
化
し
て
い
ま

す
。

●
主
な
病
原
体
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
、
腸
管
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
●
主
な
症
状

嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど

●
主
な
感
染
原
因
　

感
染
者
の
ふ
ん
便
・
嘔
吐
物
を

処
理
す
る
際
に
ウ
イ
ル
ス
の
混

じ
っ
た
水
滴
を
取
り
込
む
飛
沫

感
染
や
、
汚
染
さ
れ
た
物
を
触

っ
て
の
接
触
感
染
が
上
げ
ら
れ

ま
す
。

●
感
染
を
予
防
す
る
に
は

・
ふ
ん
便
、
嘔
吐
物
の
処
理
が
大

切
で
す
が
、
必
ず
手
袋
・
マ
ス

ク
・
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
て
、
素

手
で
は
処
理
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
ウ
イ
ル
ス
を
外
に
追
い
出
す
よ

伝
　
　
言
　
　
板

島田地区 飯島 礼於
ら い お

くん（7歳6か月）

献
こん

くん（3歳10か月）
叶夢
か の む

くん（2歳0か月）
稔貴さん香さんの長男・二男・三男

“元気いっぱい　大きくなってね。”

巌地区 石井 啓太
け い た

くん（4歳11か月）

陽太
よ う た

くん（3歳2か月）
章太さん順子さんの長男・二男

“元気に育ってね！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

お
は
な
し
・
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

◎
11
月
28
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜

◎
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

11
月
は
お
休
み
で
す
。

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

大
目
地
区

森
屋
宇
治
郎（
松
枝
）

甲
東
地
区

溝
呂
木
幸
男（
俊
和
）

巌
地
区

小
俣
晶
郎（
汪
）、
坂
本
勇（
哲
也
）、

小
俣
義
雄（
上
嶋
民
哉
）

大
鶴
地
区

石
井
ス
ギ（
賀
津
之
）

島
田
地
区

梶
原
忠
雄（
住
夫
）

上
野
原
地
区

天
野
喜
進（
喜
則
）、
酒
井
と
よ
子

（
信
俊
）、
倉
田
松
之
助（

）

西
原
地
区

舩
木
兼
重（
重
男
）

◆
『
た
ん
て
い
ピ
ン
ポ
ン
！
』

舟
崎
克
彦
／
作
　
荒
木
慎
司
／

絵
　
小
学
館

絵

本

○
『
む
し
む
し
で
ん
し
ゃ
』

西
村
繁
男
／
絵
　
内
田
麟
太

郎
／
文
　
童
心
社

○
『
よ
ー
い
よ
ー
い
よ
い
』

さ
い
と
う
し
の
ぶ
／
作
・
絵

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

○
『
パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん

で
ん
し
ゃ
に
の
っ
て
』

長
谷
川
義
史
／
作
　
小
学
館

○
『
ち
っ
ち
ゃ
く
た
っ
て

つ
よ
い
ん
だ
』

マ
ラ
・
バ
ー
グ
マ
ン
／
絵
　
ほ

る
ぷ
出
版

○
『
コ
ウ
モ
リ
う
み
へ
い
く
』

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
リ
ー
ズ
／
作
・

絵
　
徳
間
書
店

『
ト
ム
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
』

◎
日
時
　
11
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

『
荒
絹
』志

賀
直
哉
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
11
月
15
日
（
日
）
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

11
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

8 9 10 11 12 13

29

14
15 16 17 18 19 20 21

2422 23 25 26 27 28

7

30

5 61 2 3 4

一

般

書

◇
『
楠
の
実
が
熟
す
ま
で
』

諸
田
玲
子
／
著
　
角
川
書
店

将
軍
家
治
の
時
代
、
帝
が
お

わ
す
禁
裏
で
は
出
費
が
異
常
に

膨
ら
ん
で
い
た
。
経
費
を
負
担

す
る
幕
府
は
公
家
た
ち
の
不
正

を
疑
う
が
調
査
は
難
航
。

◇
『
ト
ー
マ
の
心
臓
』

森
博
嗣
／
著
　
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ

ク
ト
リ
ー

ユ
ー
リ
に
手
紙
を
残
し
て
死

ん
だ
美
し
い
下
級
生
、
ト
ー
マ
。

生
と
死
に
苦
悩
す
る
若
者
の
内

面
を
描
い
た
、
同
名
コ
ミ
ッ
ク

を
小
説
化
。

◇
『
死
ぬ
と
い
う
大
仕
事
』

上
坂
冬
子
／
著
　
小
学
館

穏
や
か
で
鮮
や
か
な
「
人
生

の
幕
引
き
」
と
は
？
「
死
に
方
」

ま
で
も
自
分
で
決
め
て
逝
き
た

い
と
願
っ
た
著
者
・
上
坂
冬
子

死

亡

が
、
末
期
ガ
ン
の
不
安
、
苦
し

み
か
ら
「
女
の
死
に
様
」
ま
で
、

語
り
尽
く
し
た
遺
作
。

◇
『
刺
客
長
屋
』

森
村
誠
一
／
著
　
祥
伝
社

町
道
場
の
用
心
棒
・
朽
木
刑

部
、
恩
人
か
ら
お
家
騒
動
に
巻

き
込
ま
れ
た
笛
姫
を
守
っ
て
ほ

し
い
と
頼
ま
れ
た
。

◇
『
ピ
ラ
ミ
ッ
ドロ

ゼ
ッ
タ
の
鍵
』

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ

ヒ
／
著
　
村
上
和
久
／
訳
　
文

藝
春
秋

フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
、
テ
ン
プ

ル
騎
士
団
、
カ
バ
ラ
数
秘
思
想
、

そ
し
て
、
神
々
の
知
識
を
伝
え

る
大
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
ロ
ゼ

ッ
タ
・
ス
ト
ー
ン
…
。

児

童

書

◆
『
ト
ゥ
ル
ー
・
ビ
リ
ー
ヴ
ァ
ー
』

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
ユ
ウ
ワ
ー
・
ウ

ル
フ
／
著
　
こ
だ
ま
と
も
こ

／
訳
　
小
学
館

◆
『
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト
が

ぼ
く
に
残
し
て
く
れ
た
も
の
』

ジ
ェ
ニ
ー
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
／

著
　
冨
永
星
／
訳
　
小
学
館

◆
『
復
活
！
虹
北
学
園
文
芸
部
』

は
や
み
ね
か
お
る
／
作
　
佐
藤

友
生
／
絵
　
講
談
社

◆
『
ぼ
く
は
お
じ
さ
ん
』

山
下
奈
美
／
作
　
篠
崎
三
朗
／

絵
　
小
峰
書
店

☆
お
は
な
し
会
☆

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
朗
読
館
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

☆
子
ど
も
図
書
館

　
　
　
　
　
ま
つ
り
☆
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9月～10月、各地区で敬老会や記念婚者へ褒状の
授与式が行われました。棡原地区では授与式の会場に、
棡原小学校の児童が書いたおじいちゃん、おばあちゃ
んへの敬老作文が展示され、心温まる文章を目にした
ご夫婦が和やかな表情を浮かべていました。

天心館創立35周年記念剣道大会

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

10月3日、天心館創立35周年記念剣道大会が上野原中学校体育館で行
われました。天心館スポーツ少年団は昭和50年に発足以来、剣道を通じ、
人材育成・人間形成の場として「仁勇」（思いやりと勇気）の精神を鍛え、
多くの少年少女を社会に送り出して来ました。
この日の剣道大会には、大月・忍野・藤野といった市外からも多くの

剣士が参加し、団体戦と個人戦の各部門で、日ごろから鍛えあげた実力を
十分に発揮し白熱した戦いが繰り広げられました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,169人 （＋ 6）
男 ●13,553人 （＋ 1）
女 ●13,616人 （＋ 5）
世帯●10,014世帯（＋ 9）
平成21年10月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●記念婚者へ褒状の授与式
9月25日、山梨ことぶき勧学院北都留学園の生徒

が、清掃活動を行いました。この活動は、活動の拠点
となっている地域の方々へ恩返しの気持ちを込めて毎
年行われ、この日も残暑厳しいなか、約40名が参加
し、市役所センタープラザの草むしりが行われました。

●山梨ことぶき勧学院生徒の清掃活動

10月10日～11日、西原地区のびりゅう館を中心
に第18回西原ふるさとまつりが行われました。まつ
りではステージでの出し物や特産品の販売、写真等の
展示などが行われました。10日の前夜祭にはあんど
んが点灯され、辺りを幻想的な灯りが包んでいました。

●西原ふるさとまつり
山梨県森林環境部で実施した、第10回山の日写真

コンクールで、上野原地区の高橋正仁さんの作品「山
道を行く」（撮影場所棡原地区）が、応募作品98点の
中から見事最優秀賞を受賞し、10月16日山梨県知事
から表彰されました。

●山の日写真コンクール最優秀賞受賞
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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